
※令和 3 年度以前入学生用 

学校番号 108 

令和 5年度 公民科 

 

教科 公民 科目 倫理 単位数 ２単位 年次 ３年次 

使用教科書 「高等学校 新倫理」（清水書院） 

副教材等 テオーリア 最新倫理資料集 改訂 10版（第一学習社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・広い視野に立って、人間としての在り方生き方についての自覚を育てる。 

・人間や自分の在り方生き方について主体的に考えるための基礎的な知識と考え方を身につける。 

・先哲の思想を参考にして人間や自分の在り方生き方を考える。 

・現代社会の思想的課題について把握し、判断する。 

 

２ 学習の到達目標 

・人間尊重の精神と生命に対する畏怖の念に基づいて、青年期における自己形成と人間としての在り方

生き方について理解と思索を深めさせる。 

・人格の形成に努める実践的意欲を高め、他者と共に生きる主体としての自己の確保を促し、良識ある

公民として必要な能力と態度を育てる。 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

先哲の思想とその現代

的意義に関心を持ち、

意欲的に追究するとと

もに、自分の在り方生

き方に関わる問題とし

て積極的に考えようと

している。 

 

 

 

現代社会に生きる人間

として考えるべき思想

的課題を把握しつつ、

主体的に判断し、その

過程や結果を適切に表

現している。 

倫理に関する資料や

関連する文献を読み

取り、要旨を正確に把

握している。 

先哲の思想に関する

重要な語句や概念に

ついての知識を身に

つけ、その意味を理解

している。 

評
価
方
法 

授業プリント 

 

 

 

定期考査 

授業プリント 

復習プリント 

（レポート） 

定期考査 

授業プリント 

ワークシート 

定期考査 

授業プリント 

 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

なお、成績算出に関しては、前期：後期＝２：１とします。 

 



※令和 3 年度以前入学生用 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前
期
第
一
中
間
考
査
ま
で 

個
性
的
な
主
体
と
し
て
の
自
己 

心
と
行
動
を
め
ぐ
る
探
究 

・パーソナリティの形成と

「私」 

・人間の活動を支える心 

・認知のしくみ 

○  

 

〇 

  

 

 

○ 

a: パーソナリティに関する理論を

手がかりにして、自己の課題や人

間としての在り方生き方について

主体的に追究しようとしている。 

b: 意欲、動機づけ、知覚、学習、記

憶、問題解決、推論、道徳的判断、

発達などに関する心理学的な知見

から、人間存在及び他者と共によ

りよく生きる自己の生き方につい

ての考察を深め、適切に表現する

ことができる。 

d: 欲求、感情、認知、発達に関する

さまざまな心理学的な知見を理解

し、個性や人間の行動を多面的・多

角的に説明することができる。  

定期考査 

授業プリント 

ワークシート 

前
期
第
二
中
間
考
査
ま
で 

哲
学
の
始
源 

ギ
リ
シ
ア
思
想 

唯
一
神
の
宗
教 

キ
リ
ス
ト
教
・イ
ス
ラ
ー
ム
教 

・神話から哲学へ 

―古代ギリシア思想 

・愛の教え―キリスト教 

・戒律と平等の教え 

―イスラーム教 

○ 

 

〇 

○ 

○ 

 

 

 

〇 

 

〇

〇 

 

 

 

○ 

○ 

a: 古代ギリシア思想（自然哲学、ソフィ

ストの思想、三大哲学者の思想、ヘ

レニズム時代の思想など）、キリスト教

（ユダヤ教の思想、イエスの思想、

キリスト教の思想など）、イスラーム

（ムハンマドの思想、イスラームの思

想など）の考え方とその現代的意義

に関心を持ち、意欲的に追究して

いる。 

b: 古代ギリシア思想、キリスト教、イスラ

ームが提起した課題と世界観の相

違点・類似点を把握しつつ、相互の

関係を判断し、その過程や結果を

適切に表現している。 

c: 古代ギリシア思想、キリスト教、イスラ

ームに関係する資料を読み取り、要

旨を正確に把握している。 

d: 古代ギリシア思想、キリスト教、イスラ

ームの重要な語句や概念に関する

知識を身につけ、その意味を理解し

ている。 

定期考査 

授業プリント 

ワークシート 

 



※令和 3 年度以前入学生用 

 

前
期
期
末
考
査
ま
で 

東
洋
思
想
の
源
流 

仏
教
・儒
教 

  

・智慧と慈悲の教え 

―仏教 

・仁と礼の教え―儒教 

○ 

 

○ 

 

 

〇 

〇 

 

○ 

○ 

 

a: 仏教（バラモン教の思想、ブッダの

思想、仏教の思想など）、中国思想

（儒家の思想、道家の思想、その他

の思想家の思想など）の考え方と

その現代的意義に関心を持ち、意

欲的に追究している。 

b: 仏教、中国思想が提起した課題と

人間観の相違点・類似点を把握し

つつ、後世への影響を判断し、その

過程や結果を適切に表現してい

る。 

c: 仏教、儒教、道家の思想の倫理に

関する諸概念を、原典資料から適

切に読み取り、理解を深めること

ができる。 

d: 仏教、中国思想の重要な語句や概

念に関する知識を身につけ、その意

味を理解している。 

定期考査 

授業プリント 

 

後
期
中
間
考
査
ま
で 

世
界
と
人
間
を
め
ぐ
る
探
究 

・人間の尊厳 

・真理の認識 

―経験論と合理論 

・民主社会と倫理 

・現代社会と個人 

・近代の世界観・人間観 

の問いなおし 

 

○ 

 

○ 

〇 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

〇 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

○ 

a: 近代ヨーロッパ思想（ルネサンス

の思想、宗教改革の思想、モラリス

トの思想、経験論、合理論、社会契

約論、観念論、功利主義、プラグマ

ティズムなど）、現代思想（社会主

義、実存主義、その他の現代思想な

ど）の考え方とその現代的意義に

関心を持ち、意欲的に追究してい

る。 

b: 近代ヨーロッパ思想、現代思想が

提起した課題を把握しつつ、相互の

関係や後世への影響を判断し、そ

の過程や結果を適切に表現してい

る。 

c: 近代科学の思考法、ベーコンの経

験論やデカルトの合理論に関する

基本的な知識を身に付けている。

それらの思想家の原典資料を適切

に読み取ることができる。 

d: 近代ヨーロッパ思想、現代思想の

重要な語句や概念を身につけ、その

意味を理解している。 

定期考査 

授業プリント 

ワークシート 



※令和 3 年度以前入学生用 

後
期
末
ま
で 

日
本
の
風
土
と
精
神
文
化 

日
本
の
近
代
化
と
人
々
の
生
き
方 

・日本人の人間観・自然

観・宗教観 

・日本人の仏教受容 

・近世社会の思想 

・西洋近代精神の摂取 

・近代的個人の自覚 

・主体的な生き方と価値

観の模索 

○ 

 

○ 

 

〇 

 

○ 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

〇 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

 

○ 

a: 日本の思想（古代の思想、日本の

仏教思想、日本の儒教思想、日本独

自の思想、日本近代の思想、その他

の思想など）の考え方とその現代

的意義に関心を持ち、意欲的に追

究している。 

b: 西洋の思想や文化を受容する際

の課題意識を自己の課題と結び付

けて考える視点を働かせることを

通して、国際社会に生きる日本人

としての在り方生き方について、

多面的・多角的に考察し、適切に表

現できる。 

c: 日本の思想に関係する資料や関連

する文献を読み取り、要旨を正確

に把握する。 

d: 日本の伝統思想について、儒教な

どの外来思想の受容や国学による

古代の精神の究明などを通して、

適切に理解している。 

定期考査 

授業プリント 

ワークシート 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:技能         d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単元）の各項

目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を付けている。 

 


